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1.は じめ に
本論考では,ハ ーバー ド・プロジェク ト・ゼ
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2002年にブ ッシュ大統領の署名によって
成立 した,NCLB法(NoChildLeftBehind
Act:どの子 も置き去 りに しない法)は,初等 ・
中等学校 における生徒の学力格差を是正する
目的 として生 まれた教育改革法であ り,「置
き去 りにされた生徒 たち」の問題が注 目され
るようになったことに対 しては一定の評価
もなされているが,同 法の施行からすでに5
年が経過 し,様々な批判や問題 も続出 してい
る。
NCLB法の基本理念 は,結 果 に対 しての
アカウンタビリティの強化の一環 として,特






成績 をあげるこ とが教 師にも要求 されるた
め,テ ス ト科 目を重視 した知識偏重の授業に
なってい く傾向にあ り,米国の学校現場 は混
乱をきた している。
理想 とされる豊かなオーセンティックな学














を検証 してみたい。 プロジェク ト・ゼロのウ
イナー,パ ーキ ンスらが美術教育に対 してど
のようなスタンスをとって行こうとしている
のかも検証 してみたい。
2.プ ロ ジ ェ ク トREAP
(リー プ)
(1)プロジェ ク トREAPの概 要
プ ロジェ ク ト ・ゼ ロの傘 下 でエ レン ・ウ ィ
ナー(EIIenWinner)1}らが指揮 したチー ムの
研 究 がREAP(ReviewingEducationandthc
ArtsProject:教育 お よび芸術 を見直 す プロジ
ェ ク ト)で,美 術 や音 楽 などの芸術 が,主 要
教科 の成績 を向上 させ るの に役立 つ とい う主
張 に は証拠 があ るの か否 か,と い う問題 につ
いて系 統 的に検 証 した もので ある。 ウイナー
とル イス ・ハ ー トラ ン ド(LoisHetland)2}が
中心 となって進 めて きた プロジ ェク トREAP
で は,芸 術 の学習(美 術,音 楽,ダ ンス,演
劇 を含 む)が 他教 科 の成 績 にどんな影響 を与
え るか につ い て の膨 大 な過去 の研 究(1950
年 以 降 の公 式 に発 表 され た研 究 非 公 式 な
研 究 を含 め た,約200の 論 文)を 基 に,社
会 学 者 ロバ ー ト ・ロ ーゼ ン ター ル(Robert
Rosenthal)が推 奨 す る,メ タ分 析 とい う複
数 の研 究 を数量 的 に合成 す るこ とがで きる一
種の統計 的 な技法 を用い て分析 した ものであ
る。 メ タ分析 の長所 は,第 一 に多数 の先行研
究の結果 を分析 し,一 つ の研 究で は見 失われ
てい た小 さな関係 が,多 くの研 究 を統合 す る
こ とで明 らか になる。第二 に,研 究 を相 互 に
比較す る ことで新 たな視点 が得 られ,将 来の
研究 の方 向づ けにな るとい うもので ある3}。
ウ イナ ー とハ ー トラ ン ドの系 統 的 な分 析
が,学 術誌 の テーマ と して取 り上 げ られた こ
とは,米 国の美術教 育界 において も,実 に タ
イム リーな もので あ った こ とが うかが える。
美術や音 楽が高 い認 知的能力 の発達 に良い影
響 を及 ぼ し,一 つの領域か ら他 の領域 へのス
キ ルの転移 は可能 であ り,又 は望 ま しい もの
であ る と言 う主張 に人気が集 まっていたか ら
であ る。
認知 の研 究 とあい まって,芸 術 の学 習が他
教 科へ の成績 に どの ような影響 を与 えるか に
つい てウ イナ ー らの一連の研究 であ る 「プ ロ




REAPの概 要 と は,ど の よ うな研 究 で あ
った の か,そ れ らの プ ロ ジ ェ ク トREAPの
成果 の 特集 を組 ん だ ものが,TheJournalof
AestheticEducationの特 別 版(2000年)で,
ウイナー とハー トラ ン ドは,ゲ ス ト ・エデ ィ
ター と して迎 えられてい る。
学術誌 としては異例 の300頁にお よぶ,か
な りなボ リュー ムの もの となってい る4)。
(3)ゲテ ィ財 団主催の シ ンポ ジウム
ち ょうどTheJournalofAcstheticEducation
の特 別版 が 発行 され た の と,同 時期 の2000
年8月24日 ～8月26日 にかけて,ロ サ ンゼ
ルスのゲ ッテ ィ ・セ ンター にお いて,ゲ ッテ
ィ財 団が主催 とな り 「BcyondtheSoundbite:
WhattheResearchActuallyShowsAboutArts
EducationandAcademicOutcomes(話題発
言 を超 え て:一 連 の研 究 が 実 際 に証 明 した
芸術 教 育 とアカデ ミック な学 習成 果)」 とい
うテ ーマで,プ ロジ ェク トREAPの結果 を議
論 す る会 議 が 開催 され てい る5)。この 会議
は,イ リノ イ大 学 の ラル フ ・ス ミス(Ralph
Smith)によって企画 された もので あ る。参
加 者 は,ウ イナー とハ ー トラ ン ドをは じめ,
同 じ くプ ロ ジ ェ ク ・ゼ ロ のデ ー ヴ ィ ッ ド ・
パ ーキ ンス(DavidPerkins),前ス タ ンフ ォ
ー ド大学 のエ リオ ッ ト ・アイズ ナー(Eriott
Eisner),ヴァ ンダー ビル ト大 学 の コ ンス タ
ンス ・ギー(ConstanceBumgarnerGee),カ
リフ ォル ニ ア大 学 ロサ ンゼ ルス校 の教 育学
の ジェームス ・カテ ラル(JamesCatterrall),
英 国エ クセ ター大学 の(JohnSomers),ニュ
ー ヨー ク近代 美術館MOMAの パ ター ソ ン ・
サ イムズ(PattersonSims),他分 野か らでは物
理 学 者 の ゴー ドン ・シ ョウ(GordonShaw)
な どである。 この会議 の報告書(Beyondthe
Soundbite)6}が,後に出版 され てお り,学 術
誌1hcJournalofAestheticEducationの特 別
版 の分析結 果 とともに参考 に したい。
対比か ら,芸術的才能の開花,子 どもから芸
術家への道の りの険 しさを浮 き上が らせてい
る。また,美 術の才能のある子 どもは,多 く
の場合学校教育で成績があまりよくないこと














強 く主張する保護(庇 護〉 と研究の証拠が実
際に示 して くれる(科 学的)な 関係を調べた
いと思ったとウイナーらは述べている10)。
3.エレ ン ・ウ イナーの
研 究 の特色
ウイナーは,プ ロジ ェク ト ・ゼ ロの創設期
よ り関わ ってお り,後 に夫 となるハ ワー ド ・
ガー ドナ ー(HowardGardner)との共 同研
究 も多 く,初 期 は主に子 どもの使 う比喩,ア
イ ロニー等 の研究 をしてい た。 その後 は,著
書 『InventedWorld』71では,ガ ー ドナ ー と
は少 し異 な った芸術心 理学 の色 濃い ものであ
っ た。 その後 『Gi丘edChildren』8}を出版 し,
ウイナーの興味 は,才 能の ある子 ど も(天 分
に恵 まれた子 ども)を 育 てる教 育環境 を扱 っ
て きた。 ウイナーは,様 々な領域 で才能 のあ
る子 どもが,成 功 す る例 よ りも,失 敗 や挫折
によって成 功 には結 びつ いていない ほ うがは
るか に多 い とい ったシ ョッキ ングな事実 を伝
えて いる。我 々に 「神 話」 と 「真 実」 とい う
4.REAPの分析結 果か ら
(1)美術 の学 習 は他 教 科 の成 績 を上 げ られ
るのか
1heJournalofAestheticEducationの特 別
版 に掲 載 され た14編の論 文 の うち,"Mute
ThoseClaims:NoEvidence(Yet)fbraCausal
LinkbetweenArtsStudアandAcademic
Achievement.「そ ん な主 張 は 黙 らせ よ う
:美術 の学 習 と教科 の成 績 の 間 に は 因果 関
係 の 証 拠 な し」"(EllenWinnerandMonica
Cooper)11}をみてみ よう。 ウイナー らは,最
初 に学校 や放課後 の プログラムで美術 を学習
した子 どもと,学 校 や放課後,美 術 を学 習 し
なか った子 ど もの教科 の成績 を比較 したい く
つか の研 究 につ いて調べ てい る。
例 えば,(JamesCatterral1)の研 究で は,中,
高学年 で美術 に深 く関与 した生徒 は,多 くの
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教科の指標 において,関 与 しない生徒 よりも
成績が高かった。美術 に深 く関係する生徒た
ちは落第する比率 も低 く,テ レビを見る時間
も少ない12}。また,ShirleyBriceHeathの研
究では,放課後の美術クラブに少 なくとも週
9時 間,最 低一年聞参加 している生徒 は,多
くの他教科の点数において全国サ ンプルよ り
成績が上であることが示 された。彼 らも出席
率,読 書,学 習に関する受賞 も多い13}。さ
らに大学入試委員会(TheCollegeBoard)の
データでは,高 校 で美術 を4年 間学んだ生
徒 のSAT(&へT米国での大学入学 を希望す
る際 受験する標準化 された試験で,日 本で
のセ ンター試験にあたる)の平均点は,高校
で全 く美術 を履修 しなかった生徒 よりも高い
































体への影響の評価 は,如何 なる場合 も美術の












結論 とし,何 を結論 としてはな らないか)"
(KathrアnVaughnandEllenWinner)15)であ







































術 を選択すると言 う事実では説明で きないと






徒 も熱心に努力 して,何 かを達成 しようとす
る生徒であると。この発見は,又,美 術コー
スでの成功が,教 科の科 目を含めた生徒の学




と言 う質問 も成 り立つ。
(3)国語(米 国語)と 美術の成績の関係
ウイナーらは,国 語のスキルが美術の学習
の結果を改善すると言 う仮説 をテス トした
24の研究 と,数 学のスキルが改善す ると言
う仮説 をテス トした15の研究を発見 した18}。
分析結果では,美術 を学習することと,美術
をある程度含んだカリキュラムを学習するこ






















析 を行い,美 術の学習 と国語の創造性の尺度
との関係を僅かに見出したが,そ れは統計的
には有意なものではなかった(r=.05)。美
術の学習 と図形の創造性 テス ト(これ 自身,
ビジュアル ・テス トである)の 間には,小 一
中サイズの関係(r=.19)を見出したが,こ
の関係はゼロと大ぎく違わない。 ウイナーは
標準的な創造性 のテス トは,用 いるべ き正
しい種類 の結果ではない と考 えている。 そ
のようなテス トは,深 い創造性 と言 うより
は,解 決すべ き新 しい問題 を発見する能力な
どの流暢さと明快 さを評価するものである。
1976年に発表 されたJacobGetzelsとMihalアi
Csikszcntmihalyiの研 究 で は,そ の作 業 が
創造的 と判断 される美術 の生徒は 「問題発
見」の尺度において も高い点数を獲得 してい
る20,。静物画が課 された場合,こ れ らの生
徒は,興 味があ り意欲を感 じるデザインの問






性 と問題発見の関係 を同じ領域 をビジュアル
アー トで証明 した。問題発見の尺度を他の領







考の訓練にな り,その場合 に,他 の領域へ転
移する効果があると言 う仮説を試すことにな
るであろう。
美術 に よ り育 まれ る一般 的 な種類 の創
造 的思考 スキ ルは開放的 な問題解決 の態
度 であ る。問題 の解 決 は,生 徒 に静 物画




5.音楽,ダ ンス な どの
分析 結果 か ら
(1)音楽の学習は数学の成績を高めるか
1999年,NeurologicalResearch(神経科学
会誌)で 発表 された研究が大 きな評判となっ
た。この研究は,ピ アノの鍵盤の訓練とコン









のように,高 めるのに 「有意」 と結論づけて






















か らと言 って,子 供にクラシック音楽 を聴か
せることが知性を高めた り,教科 の成績 を上
げたり,彼 らの長期の空間スキルを高めると
結論付けることはできない。ある種の音楽に




















分析では,ド ラマはス トーリーの理解,読 解






るだけでな く,演 じない新 しい材料をマスタ
ーするのにも役立つ。 ドラマは言葉で計った
場合,ス トー リーの理解 を助ける効果的な手
段である。一つのテキス トを演 じることは新
しいテキス トを理解 し易 くする。これは,新
しい材料にも転移するテキス ト理解のスキル

















著者や,結 果を予測で きた教師であったか ら
であり,管理グループの教育がなされていな
いか らである)。美術教育の関数 と しての,
この読書傾向の向上が後の読書の成:果に結び
つ くか否かは曖昧である。









































を失う。 もし,美術が,文 字 と数の能力 を育
てる3つ のRに よる長い集中的な教 育ほど
効果がないと分かった場合 も同様に,そ の役

























到達 した偉大 な熟練の幾つか,レ ンブラン














で きれば(他 の多 くの文化 と同様 に),又,
教育の目的が人間の創造を理解することを子
供たちに教 えることだと理解すれば,芸 術は
我々の学校 において力強 く根付 くであろう。


















術 を学習す る二つの大 きな理 由」,さらに,
我々芸術教育の研究者たちにも,な すべき重
要な義務として 「芸術を学習することから得
られる利益 を証明する必要がある」 とい う。
ウイナーのいう 「芸術 を学習することから得
られる利益」,言い換 えると 「芸術 を学ぶこ
とで何が得 られ」,芸術 は,我 々の認知にど
の様な変化 をもたらすのか。





予測 していたものの,芸 術教育の立場 を不利
にしかねない結果 を公表 している。 しか しな
































7.結果 か らのパ ー キ ンスの考 え
(1)学習の転移の理論
学習の転移について,既 にい くつかの論文











転移 の盗み見(BoPeep)理論 は,ラ テ ン
語や論理学が,バ ーベルが筋肉を鍛えるよう
に,教 科が知性 を鍛 えるというもっとも古い
理論である。学校の内外で別の環境に出 くわ
した時に自動 的に応用 で きるこ とを期待 し











第三 の 「優 れた羊飼 い(GoodSheep)理
論」は,う まく羊を導 き,う まく支援する場
合に転移 を起こすことができるという理論で
ある。 これは,初 期の理論の正 しい点 を統合
しているという意味から 「新統合理論(new
sγnthesistheory)」と呼ぶ もので,転 移 をさ
らに,High-roadtransf紘Iow-roadtransfdと
に分けている。ハイロー ド・メカニズム又は
ローロー ド・メカニズムを介 して2つ の異
なる方法で転移は発生するという。
(2)学習の転移か らの視点
前章 と同 じく,ゲ ッティ財 団主催の会議




(バベルの塔 を支 える:教 育のために芸術 を
手段 として用いることへの展望)」29}とい う





ゲームは終了 したか といえば,終 了 したの
であれば,悪 い結果だと言わざるを得 ない。















ームの大半が終 ったわけではな く,別 の何
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教授 を行うため,巧 みにデザインす る必要が
ある。





見直 しと美術 プロジェク ト(REAP)の後遺
症」"という興味深い題名の文章をのせたの




























ーになって欲 しい と言う招待状 には,「我々
が興味をもつのは,REAPの発見に対するあ
なたの反応だけではなく,品質の高い美術教
育 の後遺症 を判定 し研究す るには如何に し
た ら良いかについてのあなたの考えを知 り

































造性に関 しては,ま だ明確ではないが,美 術
の学習が美術における創造的思考の訓練 にな
り,その場合に,他 の領域へ転移する効果が
あると言 う可能性 もある。音楽 と数学に関係
では,一定の形式の音楽教育 と一定の形式の
数学の成績 との間には,実 際に或 る因果関係
がある結果がでた。
ウイナー らの プロジェク トREAPの研究


















パーキンスのいう,第三番 目の 「優 れた羊





ウイナー もこのあた りで,芸 術お よび,芸
術教育の軽視 に対 して,「芸術 は何かの役 に
たつだろう」 といった風潮に対 して,は っき
りさせたかったのではないかと思える。これ
は,芸 術教育の研究者たちへの 「何 をまごま






美術教育で養 われるキー ・コンピテ ンシー
(KeγCompeten(:y)を明確化することから始
める時が きている。最後にウイナーの言葉 を
借 りて,本 稿 をおわ りに したい。
「我 々の学校での美術の適切 な議論につい
て述べ,そ の議論のための正 しい証拠 を集め
るべ き時が来ている。我々の学校での美術に
関して一番望 ましいことは,他 の教科でで き
ないことを美術でで きるのか,或 いは,何 も
で きないのかを判断 して,美術の正当化 をす
ることである。」3η
註
η ウ イ ナ ー は,現 在 は,ボ ス ト ン ・カ レ ッ ジ の心 理 学 の教
授 で あ り,プ ロ ジ ェ ク ト ・ゼ ロ の シ ニ ア ・リサ ー チ ャ ー
で あ る。
2)ルイ ス ・ハ ー トラ ン ドは,長 年,美 術 教 師 を勤 め,現 在 ,
プ ロ ジ ェ ク ト ・ゼ ロの リサ ー チ ャ ー で あ り,ハ ー バ ー ド
大 学 教 育 学 大 学 院 で 講 師 を務 め て い る 。






5)この 会 議 の 前 に,プ レ シ ン ポ ジ ウ ム と し て,Milton
HershcySchoolのSchola5ticProgramsは同 じ 関 心 を も
ち,美 術 と教 科 の 成 績 と言 う話 題 で 国 民 の 対 話 を通 じ
て,独 自 の 研 究 を 始 め た 。 こ の 対 話 は脇eBellwether
Sympos沁mと言 う も の で,1999年11月 に 開 催 さ れ,
こ の 分 野 の 最 も 優 れ た 思 想 家(ElhotEisnerとEdw茎n
Gordon)が一 堂 に 会 して,当 初 この 研 究 分 野 で判 明 し
た 事 柄 の メ リ ッ トに つ い て 議 論 した。
6}Edit.Winner,E。&Hetland,L(2001).β〃oπグ 珈




8)W董nneらE.(1996).6舞4C乃媚 纏,吻 痂4耀R励 広ゴ8乱
NewYbrk:BasicBooks.(片山 陽 子;訳 『才 能 を 開 花 さ
せ る 子 ど もた ち」 日本 放 送 出版 協 会,1998年 〉 参 照 。
9) Ibid., p.101. 
10) Winner, E. & Hetland, L. op. cit.,  4  ).  p.19. 
11) Winner, E.  & Cooper, M.  "Mute Those 
 Claims: No Evidence (Yet) for a Causal Link between 
 Arts Study and Academic Achievement,"  op.  cit., 4  ). 
 pp.11-75. 
12) Catterrall, J.  (1998). Involvement in the Arts and 
 Success in the Secondary School. American for the Arts 
 Monographs, 1, no. 9. 
13) Shirley Brice Heath  (1998). Youth Development and 
 the Arts in Nonschool Hours. Grantmakers in the Arts, 9, 
 no.l. 9-16., 32. 
14) College-Bound Seniors: A Profile of SAT and 
 Achievement Test-Takers. (1998). Princeton,  NJ: The 
 College Board. 
15) op.cit.,  4). Vaughn, K. and Winner, E. "SAT Scores of 
 Students Who Study the Arts: What We Can and Cannot
ConcludeabouttheAssociation(美術 を学 習 す る生徒
のSArの点 数:関 連 に つい て何 を結論 と し,何 を結論
と し て は な ら な い か)."pp.77-89.SAr(Scholastic
AchievementTest)は,アメ リカの大 学教育 で生徒が ど
れ くらいやっていけ るか を予 想するため に行われ ている
全 国的標準 テス トであ る。
16) Eisner, E. What Justifies Arts Education: When 
 Research Does Not Say. Edit. M. McCarthy (2000). 
 Enlightened Advocacy: Implications of Research for Arts 
 Education Policy Practice, 
 17) Catterrall, J. Main Points in Response to "Mute those 
 Claims: No Evidence (Yet) For a Casual Link Between 
 the Arts and Academic A hievement" Edit. Winner,E. 
   Hetland, L.  (2001). Beyond the Soundbite: Arts 
 Education a d Academic Outcomes. LosAngeles: The J. 
 Paul  Getty  Trust. pp.32-37. 
18) op. cit.,  5  ). P.23. 
19) op. cit.,  4  ). Does Studying the Arts Engender Creative
Thinking?EvidenceforNearbutNotFarTransfer"(美術
の 学 習 は創 造 的 思 考 を生 み 出 す か:そ れ ほ ど遠 くな い 分
野 に 効 果 が 転 移 す る 証 拠)(Erik,Moga,KristinBurger,
 Lois Hetland and Ellen Winner) pp.91-104. 
20) Jacob Getzel, J. and Csikszentmihalyi,M.  (1976). The 
 Creative Vision.: A Longitudinal Study of Problem-Finding 
 in Art. New York: Wiley. 
 21) Graziano, A., Peterson, M., and Shaw,G.  (1999). 
 Enhanced Learning ofPropotional Math through Music 
 Training and Spatial-Temporal Tr ining. Neurological 
 Research.  21 (2)  ,  pp.139-152. 
22) op.cit., 4  )  . "Listening toMusic Enhances Spatial-
TemporalReasoning'Evidencefc)rtheMozartEffect.(音
楽 を聴 く こ と は 空 間 一時 間 の 推 論 を高 め る:モ ー ツ ア ル
ト効 果 の 証 拠)"(T.osiHetland)pp.105-148.
23}Winner,E.op.cit.,8}.
24}op.cit.,4)."StrengtheningVerbalSkillsthroughthe
UseofClassroomDrama:ACIearLink(教室 の ドラ マ を
使 っ て 国語 の ス キ ル を強 化 す る:明 確 な結 び つ き)(Ann
Podlozny)pp.239-275.
25?op.cit.,4)."lnstructioninVisualArt:CanItHelp
ChildrenLearntoRead?(ビジ ュ ア ル ア ー トに お け る
教 育:子 供 の 読 む 力 に 貢 献 で き る か)"(1{ristinBurgerと
EllenWinner)pp.277-293.
26}op.cit.,4)."TeachingCognitiveSkillthroughDance:
EvidencefbrNearbucNotFarTransfe(ダン ス を通 して








]・Pau1GettyTrust.pp.17-31.特に こ の 章 は,p.28の
「InstrumentalCla三msAreaDouuble-EdgedSword(手
段 と して の 主 張 は両 刃 の 剣 で あ る)」 を 中心 に 要 約 した
もの で あ る。
28}拙 稿 「芸 術 教 育 に お け る転 移 と メ タ フ ァ ー の 認 知 的
研 究 … ハ ー バ ー ド ・プ ロ ジ ェ ク ト ・ゼ ロ の 芸 術 的 思、
考 の探 求 … 」 『美 術 教 育 学 』 美 術 科 教 育 学 会 誌 、第25号,
pp.13-25.2004年,参照 。
29) Perkins, D. Embracing Babel: The Prospects of 
 Instrumental Uses of the Arts for Education. Edit. 
 Winner, E. & Hetland, L. (2001) . Beyond the Soundbite: 
 Arts Education and Academic Outcomes. Los Angeles: The 
 J. Paul Getty Trust. 
30) Gee, B. C. "I Can See clearly Now: Possible Sequelae 
 of the Reviewing Education and the Arts  Project  (REAP)"  
. Edit. Winner,E. & Hetland, L. (2001) . Beyond the 
 Soundbite: Arts Education and Academic Outcomes. Los 
 Angeles: The J. Paul Getty Trust. 
31) op. cit.,  27)  .  p.28.
